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本調査研究の概要を以下に示します。【対象】に該当すると思われる方で、本調査研究

に関するお問い合わせや調査の対象となることを希望されない場合は、担当医にお申し

出ください。 

 

【本調査研究の目的】 

本研究は、JCOG1013 試験に参加いただいた胃がん患者さんの腫瘍組織そのものや、腫

瘍組織から抽出した DNA(デオキシリボ核酸）、RNA(リボ核酸）、タンパクを調べること

で、胃がんの特徴と関連のある異常を見つけ出すこと、および治療効果や予後を予測で

きるマーカーを見つけ出すことを目的としています。 

 

【対象】 

JCOG1013｢切除不能進行・再発胃癌を対象とした S-1/シスプラチン併用（CS）療法とド

セタキセル/シスプラチン/S-1併用（DCS）療法のランダム化第Ⅲ相試験｣に参加して治

療を受けられた方 

 

【調査項目】 

検査または手術の際に採取した腫瘍組織の標本を作製し、DNA、RNA、タンパクの解析を

行います。 

 DNAを用いて次世代シークエンサーという機器により、遺伝子に変異があるかどうか

の解析、RNA を用いた発現解析、免疫組織化学によるタンパク解析という方法により、

どのような遺伝子やタンパクが機能しているのかを解析します。それら解析の結果と、

あなたに参加いただいた JCOG1013 試験で収集された臨床情報をあわせて、例えば、将

来、胃がんに対し抗がん剤治療を行う必要があると診断された時点で、治療の効果が予

測できるかの検討などを行います。 

 なお、必要な情報のみを統計資料として集計しますので、患者さんのお名前など個人

を特定できる情報が明らかになることはありませんので、ご安心ください。 

 

 



【研究期間】 

承認日から 2027 年 12月末（調査状況により調査期間を延長する可能性があります） 

 

【研究機関・組織】 

JCOG（Japan Clinical Oncology Group：日本臨床腫瘍研究グループ） 

胃がんグループ参加医療機関 

http://www.jcog.jp/basic/partner/group/mem_scsg.htm 
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